
opusdei.org

黙想: 受難の月曜日

黙想のテーマ：「ベタニアの
マリアは、イエスに自分の
持っている最も大切なものを
捧げた」「私たちの行いは、
キリストの『良い香り』をこ
の世にもたらすことができ
る」「聖櫃におられるイエス
を大切にする」
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ベタニアのマリアは、イエスに自分
の持っている最も大切なものを捧げ
た



私たちの行いは、キリストの「良い
香り」をこの世にもたらすことがで
きる

聖櫃におられるイエスを大切にする

「過越祭の六日前に、イエスはベタ
ニアに行かれた。そこには、イエス
が死者の中からよみがえらせたラザ
ロがいた」(ヨハネ12･1)。あの家
で、イエスは、友人たちの愛情に囲
まれ、くつろぐことができました。
イエスはたびたびベタニアを訪れま
した。しかし今回はより厳粛な状況
です。エルサレムへ向かうイエス
は、そこで十字架が待ち受けている
ことを知っておられたのです。「イ
エスのためにそこで夕食が用意さ
れ、マルタは給仕をしていた。ラザ
ロは、イエスと共に食事の席に着い
た人々の中にいた。そのとき、マリ
アが純粋で非常に高価なナルドの香



油を一リトラ持って来て、イエスの
足に塗り、自分の髪でその足をぬ
ぐった。家は香油の香りでいっぱい
になった」（ヨハネ12･2-3）。

律法学者や祭司長たちがイエスを排
除しようとしていることは、誰もが
知っていました。マリアは深い愛ゆ
えに、イエスに何が起こるのかを感
じ取ります。だからこそ、主への特
別な愛を示したいと願ったのです。
彼女は、最も大切にしていた純粋で
高価なナルドの香油を取り、それを
イエスの足に注ぎました。壷を割
り、そのすべてを神に捧げたので
す。その場にいた人々の中には、こ
の行為を無駄だとして、怒りをあら
わにする者もいました。イスカリオ
テのユダもこの批判に加わりました
が、それは彼がその高価な品物をよ
り有効に活用したかったからではな
く、おそらく、それが自分の生き方
と相容れなかったからでしょう。し
かし、マリアは黙っていました。自



分の行為に対する批判に耳を貸すこ
となく、ただ主のことだけを心に留
めていました。それゆえイエスは彼
女を擁護しました。

「マリアは自分がもっている最も高
価なものを、深く敬虔な態度でイエ
スにささげます。愛は計算せず、計
らず、出費を気にせず、隔てを設け
ません。むしろ、喜んで与え、他の
人の善のみを求め、物惜しみ、吝
嗇、恨み、人が時として抱く心の狭
さを乗り越えます」[1]。ユダがあの
批判に加ったのは、彼が計算しては
ならないこと、つまり神への献身に
ついての計算をしていたからかもし
れません。一方マリアは、全てをイ
エスに差し出すことによってのみ彼
女の心が満たされることを知ってい
ました。少ししか持っていなくて
も、全てを献上する必要がありま
す。ナルドの香油は一リトラであっ
ても、家全体を香りで満たすのです
[2]。



すべてを神に捧げる人は、その生き
方が、他の人々への贈り物となりま
す。反対に、キリストの招きに対し
て計算高く振る舞う人は、やがて他
の人々とも駆け引きをするようにな
るでしょう。私たちが心から主に
「はい」と言うとき、「キリストの
良い香り」を他の人にもたらします
（2コリント2･15参照）。そして、
彼らは、特別の愛で愛されていると
感じるのです。ベタニアで起こった
ように、「家は香油の香りでいっぱ
いに」（ヨハネ12･3）なるのです。
それゆえ、神の導きのもとに生きる
私たちもまた、この世をキリストの
香りで満たすことができます。、私
たちも、ベタニアの家を満たしたあ
の香りで、自身の人生、そして家族
や友人たちの人生をも満たすことが
できるように聖マルタ・聖マリア・
聖ラザロに願いましょう。



今日、ベタニアでは、キリストの死
もまた告げられます。その死は、す
べての人のための、澄んで輝く豊か
な命の流れを生み出すのです。聖書
は「祭司長たちは、ラザロも殺そう
と謀った」（ヨハネ12･10）と記し
ています。イエスは、私たちにご自
分のそばに寄り添うよう求めておら
れます。なぜなら、｢もし私たちの意
志が、キリストの受難に倣って死ぬ
準備ができていなければ、キリスト
の命もまた私たちのうちに宿ること
はないからです」[3]。しかし、イエ
スへの愛を示すために、特別な機会
を待つ必要はありません。私たちの
日々そのものが、主に仕え、命を捧
げ、主の足跡を忠実にたどりながら
惜しみなくお仕えする新たな機会な
のです。

私たちの手にあるものは、ほとんど
の場合ささやかなものにすぎませ
ん。それを小さな子どもの愛をもっ
て聖母に差し出します。聖母はそれ



を大きな価値のあるものに変えてく
れることでしょう。「私たちは時
折、子供っぽいことをしたくなる時
がある。それは、神のみ前で素晴ら
しい行いである。馴れに陥らないよ
うにすれば、豊かな実りをもたら
す。神の愛は常に実り豊かなものだ
から」[4]。まもなく、あの小さな捧
げものの香りは失われてしまうこと
でしょう。しかし御母マリアのしぐ
さは永続し、その優雅で繊細な愛情
はキリストの心に消えることなく残
ります。

「なんと喜ばしいことでしょう、ベ
タニアでのイエスを思い描くこと
は。 ラザロ、マルタ、マリアの友で
あるお方。 疲れたとき、イエスはそ
こで力を取り戻されました。イエス
はそこにご自分の〈家〉を持ってお
られました。そこには、イエスを大



切に思う人々がいました。聖櫃のそ
ばに近づく人々がいます。彼らに
とっては、そこがベタニアなので
す。あなたにとっても、そうであり
ますように。ベタニアとは、信頼で
あり、家庭の温かさであり、親しい
交わりの場、イエスの愛する友人た
ちのいる場所なのです」 [5]。私たち
は、自分にとって最も身近な聖櫃
が、ベタニアのようにイエスがくつ
ろげる場所となり、そこが、私たち
の愛の戦いの香りで一杯になるよう
にと願っています。

受難の月曜日の福音では、マルタは
控えめに描写されています。マルタ
は夕食の準備をし、その席でマリア
がイエスの足に香油を注ぐことにな
ります。マルタは、姉妹として、ま
た母のような愛情をもって客人に仕
えました。家は、愛を込めて用意さ
れた夕食の香りで満たされていたで
しょう。もしかすると、マルタは友
であるイエスが好んで召し上がるも



のを、用意したかもしれません。死
が迫るこの時、イエスはどんな小さ
な愛のしるしにも、慰めを感じてお
られました。私たちの仕事や笑顔、
身近な人々への思いやり、そうした
ささやかな行いをイエスは喜んでく
ださいます。そのことにより少しだ
け、イエスのくびきは快く、その荷
は軽くなります。

神の無限の愛のもう一つの証しとし
て、主は、私たちの近くにいるため
に、聖櫃の中にとどまってください
ました。マリアは、ベタニアで主の
足に香油を注ぐことで、愛と信仰か
ら生まれる繊細な心遣いを示しまし
た。同じように、私たちも愛と信仰
によって、聖櫃に現存されるイエス
への、いっそう深い信心へと導かれ
ることでしょう。マリアは、主の足
に高価な香油を注ぐことを、特別な
行為だとは考えていませんでした。
ただ、愛の自然な表れとして行動し
たのです。キリストだけが、数日後



にご自分が使徒たちの足を洗うこと
になるのを知っておられました。マ
リアの行為は、その出来事を先取り
しました。どんなに小さな愛のしる
しも大切にされる主は、マリアの細
やかな心遣いを喜ばれました。おそ
らく、聖母マリアもこの心温まるひ
とときを目にされていたことでしょ
う。御子の時が近づく中、イエスが
この家で深く愛されているのを見
て、どれほど慰められたことでしょ
う。
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